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１．概要（Summary） 

現在，幹細胞に関する研究・技術が進展している中，

選別した細胞をアセンブリすることで人工的に組織を再現

し，再生医療などへ応用する技術が求められている．そこ

で，我々は，マイクロ・ナノ操作技術に基づいて，主に細

胞を対象とした操作・計測・組立てに関して研究を実施し

ている． 

本研究では，前年度に引き続き，細胞の操作・計測・組

立てのためのマイクロチップ作製やその応用などを目的と

して，当ナノテクノロジープラットフォームの機器を利用し

て，微細加工等を実施した． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 レーザ描画装置一式，マスクアライナ，小型微細形状測

定機一式 

【実験方法】 

ガラス基板に作製された導電膜（Fluorine-doped tin 

oxide, FTO)上に，フォトレジストをスピンコートし，マスク

アラナイナ装置を用いて，UV光をパターン照射した．そ

の際に，レーザ描画装置を用いて作製したクロムマスクを

利用した．また，作製したマイクロパターンを小型微細形

状測定機により形状を計測した． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製した電極パターンを利用して，細胞を含むマイクロ

カプセルを作製した．作製した結果を Fig.1に示す．レー

ザ描画装置を用いて生成することで，棒状，円形状など

の様々なパターンを得た．これらのパターンを利用して，

エレクトロデポジション法により，細胞をマイクロカプセル

中に閉じ込め，培養することに成功した． 

今後は，本手法により作製した細胞構造体の機能性評

価や 3次元形状への拡張手法などについて検討してい

る． 

 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 
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 術領域研究」の助成を受けた． 
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６．関連特許（Patent） 

 なし． 

Fig. 1 Optical microscopic image of cell 

micro-capsule fabricated by electrodeposition 

using patterned FTO electrodes. 


